
８月定例教育委員会 議事録要旨 

 

日時：令和３年８月２４日 １５：００開会 

場所：中津市役所３階大会議室 

 

出席者：粟田教育長、中島委員、横松委員、本田委員 

    黒永教育次長、奥久教育総務課長、岩久学校教育課長、岩丸社会教育課長、 

末吉体育・給食課長、野畑小幡記念図書館長、山本生涯学習推進室長、 

高崎歴史博物館長、木村教育総務課主幹 

 

 

○８月教育委員会報告 

 粟田教育長から、８月時における教育委員会事務局の動き等報告。 

 

○令和３年度９月補正予算（第４号）について 

 奥久教育総務課長から、補正内容について説明。 

 特に意見等なく、賛成多数で承認した。 

 

○中津市立中学校標準服のあり方について 

 岩久学校教育課長から、中津市標準服のあり方に関する検討委員会の中間報告、それを受けての

今後の方針について説明。 

 ・最初は来年からと言っていたが、慎重に進めていてすばらしいと思った。保護者や生徒、様々

な意見を聞いて、慎重に進めたほうがいい。 

  →生徒の意見をしっかり聞きたいということでアンケート、それから今後の展示会後の評定、

それから生徒会を通して、各学校の特徴を出していただく、そういうところで考えたところ

です。 

 特に意見等なく、賛成多数で承認した。 

 

○令和４年度教育関連の政府予算に係る要請書について 

 岩久学校教育課長から、令和４年度政府予算に係る要望について説明。 

 特に意見等なく、賛成多数で承認した。 

 

○中津市教育委員会施策の点検・評価に関する報告書について 

 奥久教育総務課長から、報告書の内容について説明。 

 ・公民館やコミュニティーセンターにＷｉ-Ｆｉがあるといいと思うが、現状や今後の予定があれ

ば教えていただきたい。 

  →無料Ｗｉ-Ｆｉということで、３０分したら切れますが、利用は可能となっております。１回

３０分で１日６回までということで利用が可能です。非常災害時はずっとつながるようにで

きるようなシステムになっています。 

 

 

 

【裏面につづく】 



  

・最近パソコンを使うので、漢字を読めても書けないとかいう子も多いようなので､英検だけで

はなく、漢字検定なども考えてはどうか。 

  →今のところは漢字検定など特化したものは考えておりませんが、今後機会があれば、検討の

俎上にも乗せていければと思っております。 

 特に意見等なく、賛成多数で承認した。 

 

○その他 

高崎歴史博物館長から、無料エリアのオープンギャラリーの特報で、９月４日から３０日ま

で開催の企画展｢見つめ直そう中津の自然、過去から未来へ｣、及び９月１８日から１１月７日

まで開催の企画展｢西向くサムライ｣の説明。 

 

末吉体育・給食課長から、９月１１日から３日間の日程で予定していた大分県民体育大会中

止の報告。 

 

岩久学校教育課長から、令和４年度までに市内全部の学校で導入予定のコミュニティースクー

ルについて、新型コロナの影響もあり、２年間の猶予期間を設けることについて説明。また、８

月２５日から３１日までの臨時休業、８月１日から２２日までの中津市の新型コロナウイルス感

染状況、９月１日から３日まで４時間目までの時短授業及び部活動の休止、抗原検査キッドやマ

スク等の学校での感染対策、教育実習生の対応について説明。 

・このコロナ禍での教育実習生の受け入れをどう考えているか。 

 →御指摘のとおり、今までは来られる方が持ち込むのではと心配していたんですが、逆

に、中津の学校に行くことによって自ら感染するのではという状況も今生まれていると

ころですが、実習生の判断にもよると思いますが、実習生にしてみても、単位の問題や

大学との兼ね合いがあり、変更がしづらい部分もあろうかと思いますので、できる限り

の予防をしながら取り組むというふうに考えております。 

・実習生はワクチンを打っているのか。 

 →実習生によってまちまちの状態です。もう既に打ってこられている方もいれば、これか

らという方も当然いると思いますので､ちょっとそこは完全には把握できておりません。 

・会食がとにかく一番感染しやすいと言われているので、給食のときにしゃべらないなど、

そういったことを徹底することが一番大事で、クラスでより徹底していくといいと思う。 

 →教育実習生に関しても、２週間前から検温を義務づけておりまして、実習中も会食はや

めてくださいというふうに案内もしております。２学期に向けて再度、気を引き締め

て、学校のほうでも声かけをしてもらって、お互いに気をつけるという意識を持って取

り組んでいきたいと考えております。 

・「しゃべらない給食」や「話さない給食」など、大事な意識を合言葉みたいなもので共通に

表すということを検討してみては。 

 →意識をしっかり高めていくことは大事だと思いますので、そういったスローガン的なも

のは非常に有効だと思います。各学校に呼びかけながら、学校の中でそういった意識を

持ってやってもらえればと思っています。 

 

 

 



 

・コミュニティースクールは、すべてが６年度まで延ばすということではなく、４年度でで

きるところは導入するのか。 

 →来年度できるところは来年度導入してもらいますし、これから２年間の中で準備できた

ところから導入していくという捉えでおりますので、みんな一斉に２年先延ばしにする

ということではございません。 

・９月に学校をスタートして、例えばクラスに１人感染者が出た場合に、どういった対応を

していくのか。 

 →基本的には、これまでと大きなスタンスは変わりませんが、感染者を確認しましたら、

まず次の日は臨時休業で、濃厚接触の子どもさんたちの特定をするというふうに考えて

おります。週の曜日の並びや子どもさんの行動履歴によると思いますが、それに応じて

次の日に検査をするのか否かというような、ケース・バイ・ケースで判断はしていくよ

うに考えております。保健所の指導のもとにきちんと考えてやっていきたいというふう

に考えております。 

 

山本生涯学習推進室長から、新型コロナの影響による土・日に計画していたキャンプの中

止、放課後子ども教室の９月１２日までの中止、青少年事業での三世代交流事業についての９

月１２日までの自粛について報告。また、毎週土曜日の｢学びのすすめ土曜塾｣について、２８

日土曜日の中止について報告。 

 

  野畑小幡記念図書館長から、定期的に開催をしているお話し会、幼児向けと赤ちゃん向けのお

話し会、ＤＶＤ鑑賞会について、新型コロナの影響による９月１２日までの中止を報告。また、

乳幼児健診と７か月健診時に赤ちゃんへの読み聞かせと絵本のプレゼントを行う事業について

は、個別の検診になったため、ファックスやメール、電話等で受け付けをして、絵本をプレゼン

トする方法に変更したことを報告。 

 

 教育委員から 

 ・新型コロナについて、検査で１回陰性だからといって、安心して外へ出て回らないというこ

とが実はすごく大事なことで、そういうことは最低限私たちでもできることなので、そうい

ったことのアドバイスなどを学校でできるといいと思う。１回陰性でも本当の陰性ではない、

おかしければもう１回しましょうというような、そういったことを分かっていただけるとよ

い。 

 

１６：１６ 閉会 


